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ご挨拶

第41回全日本実業団都市対抗選手権大会 会長

公益財団法人全日本ボウリング協会 会長

北川 薫

第４１回全日本実業団都市対抗ボウリング選手権大会の開催にあた

り、ご挨拶を申し上げます。

実業団ボウラーの皆さんは、ｗｉｔｈコロナの状況下で、コミュニ

ケーション方法に工夫を凝らしながら、コロナ以前と遜色のない熱の

こもったチームボウリングを繰り広げて来られました。そして依然、

社業とボウリングの両立に腐心なさっているものと拝察いたします。

確かな技術、体力、精神力を持って、いきいきとプレーする皆さんは、

実業団という環境が有意義なものとして維持されていることの証しで

す。そしてこの全日本実業団都市対抗選手権大会には、郷里の名誉と

期待を背負って挑んでおられることでしょう。各チームを大会へと送

り出された地元の皆様に、勇気と希望を与えるような熱戦を期待して

おります。

終わりに、この大会の開催にあたりご後援、ご協力いただきました

関係各位、会場の稲沢グランドボウル様、主管の三重県ボウリング連

盟に厚く御礼を申し上げ、ご挨拶と致します。

第41回全日本実業団都市対抗ボウリング選手権大会



- 3 -

ご挨拶

全日本実業団ボウリング連合会長

丹羽 秀樹

第４１回全日本実業団都市対抗ボウリング選手権大会の開催にあた

り、一言ご挨拶申し上げます。

今年度も全日本実業団産業別選手権大会、全日本実業団選手権大会

を盛会裏に開催してまいりました。この全日本実業団都市対抗選手権

大会は今期の最終戦として開催となります。全国から多くの実業団チ

ームにご参加いただき、本大会を開催できますことはこの上ない喜び

であります。参加選手皆様にとって本大会が、日々の糧を得る良い機

会となることを祈念いたします。

さて本大会は、参加する実業団チームが、各社の誇りをかけて、さ

らには全国の各市区町村を代表するチームとして、日本一を決定する

大会です。決勝にはベーカー方式のラウンドロビンが採用され、全日

本実業団３大会の中で最も「チーム力」が求められる大会でもありま

す。参加チームの皆様におかれましては、日頃の練習で培った技量と

チームワークを十分に発揮してください。そして、楽しくも気迫溢れ

る熱い競技展開を期待しております。

最後になりましたが、本大会の開催にご支援、ご協力くださいまし

た関係各位、会場をご提供くださいました稲沢グランドボウル、主管

運営いただく三重県ボウリング連盟に心より御礼申し上げ、ご挨拶と

いたします。

第41回全日本実業団都市対抗ボウリング選手権大会
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歓迎のことば

三重県ボウリング連盟 会長

田口 隆夫

第４１回全日本実業団都市対抗ボウリング選手権大会の開催にあた

り、主管を代表しご挨拶申し上げます。

本年元旦に石川県能登半島で大規模の地震が発生し沢山の方が犠牲

となり心痛に堪えません、被害にあわれた方々に心よりお見舞い申し

上げます。

そのような中、本大会が三重県津市の津グランドボウルにて開催の

運びの予定でしたが、会場の都合で急遽愛知県稲沢グランドボウルに

変更となり参加の皆様には申し訳なく思います。全日本実業団連合と

三重県ボウリング連盟主管として運営しますが、開催地の関係上愛知

県ボウリング連盟役員のご協力を得ての運営となりますので監督の皆

様にはご協力の程宜しくお願いします。

今回の大会は７２チームとコロナ前の参加水準に戻りました、参加

の各実業団チームは所在都市の栄誉をかけ精一杯最後まで素晴らしい

競技をし優勝目指して下さい。また他都市のチームとの交流を深め悔

いのないよう頑張って頂きたいと思います。

前述の地震の関係で原子力発電所のメンテナンスの為、残念ながら

金沢市北陸電力石川支店チーム他数チームが参加出来なくなりました

事をご報告します。

終わりに稲沢グランドボウル様 愛知県ボウリング連盟様をはじめ

ご協力頂きました関係各位に心より感謝申し上げご挨拶とさせて頂き

ます。

第41回全日本実業団都市対抗ボウリング選手権大会
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大 会 役 員 名 簿
大 会 会 長 北 川 薫 (公財)全日本ボウリング協会 会 長

大 会 副 会 長 吉 岡 英 隆 (公財)全日本ボウリング協会 副会長

〃 丹 羽 秀 樹
(公財)全日本ボウリング協会 副会長

全日本実業団ボウリング連合 会 長

〃 田 口 隆 夫 三重県ボウリング連盟 会 長

大 会 委 員 長 齋藤良太郎 (公財)全日本ボウリング協会 専務理事・事務局長

大 会 副 委 員 長 不 破 伸 二 (公財)全日本ボウリング協会 常務理事

〃 西 林 康 憲 (公財)全日本ボウリング協会 常務理事

(公財)全日本ボウリング協会 理 事

〃 柳 川 弘 行 全日本実業団ボウリング連合 副会長

三重県ボウリング連盟 理事長

大 会 総 務 委 員 長 松 下 秀 雄 (公財)全日本ボウリング協会 総務委員長

大 会 競 技 委 員 長 伊 藤 一 明 (公財)全日本ボウリング協会 競技副委員長

大 会 審 判 委 員 長 小 林 穣 (公財)全日本ボウリング協会 競技委員

大 会 認 証 委 員 長 四 宮 和 裕 (公財)全日本ボウリング協会 認証部会長

大 会 広 報 委 員 長 川 崎 治 夫 (公財)全日本ボウリング協会 普及・広報部会長

大会資格審査委員 髙 橋 尚 代 (公財)全日本ボウリング協会 理 事

〃 田 坂 幾 太 (公財)全日本ボウリング協会 理 事

〃 上 田 暢 子 (公財)全日本ボウリング協会 理 事

〃 野 口 由 美 (公財)全日本ボウリング協会 理 事

〃 根 田 光 朗 (公財)全日本ボウリング協会 理 事

〃 森 永 耕 造 (公財)全日本ボウリング協会 理 事

〃 川 上 秀 樹 (公財)全日本ボウリング協会 理 事

〃 飯 島 祥 行 (公財)全日本ボウリング協会 理 事

〃 山 下 知 且 (公財)全日本ボウリング協会 理 事

大 会 運 営 委 員 仙 庭 雅 嗣 全日本実業団ボウリング連合 常務理事

〃 吉 田 亮 全日本実業団ボウリング連合 常務理事

〃 久 保 正 幸 全日本実業団ボウリング連合 常務理事

〃 藪 下 俊 幸 全日本実業団ボウリング連合 常務理事

〃 天 野 政 幸 全日本実業団ボウリング連合 常務理事

〃 横 田 正 一 全日本実業団ボウリング連合 常務理事

〃 金 安 利 和 全日本実業団ボウリング連合 常務理事

〃 吉 本 隆 夫 全日本実業団ボウリング連合 常務理事

大 会 事 務 局 鈴 木 信 吾 (公財)全日本ボウリング協会 事務局

第41回全日本実業団都市対抗ボウリング選手権大会
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競 技 役 員 名 簿
大 会 競 技 役 員 長 柳 川 弘 行 三重県ボウリング連盟 理 事 長

大 会 競 技 副 役 員 坪 香 吉 宣 〃 副理事長

大 会 総 務 部 長 坪 香 吉 宣 （兼） 〃 副理事長

大 会 総 務 副 部 長 柳 川 穂 波 〃 常務理事

大 会 総 務 部 員 庄 瀬 智 大 〃 理 事

〃 田 端 彩 子 〃 理 事

大 会 競 技 部 長 柳 川 弘 行 （兼） 〃 理 事 長

大 会 競 技 副 部 長 仲 摩 秀 康 〃 常務理事

大 会 競 技 部 員 佐 山 天 亮 〃 理 事

〃 柳 川 裕 介 〃 理 事

大 会 審 判 部 長 岡 宏 明 〃 常務理事

大 会 審 判 副 部 長 佐々木秀明 〃 理 事

大 会 審 判 部 員 長 田 陽 介 〃 理 事

〃 北 村 英 樹 〃 理 事

大 会 認 証 部 長 木 原 剛 弘 〃 理 事

大 会 認 証 副 部 長 川 瀬 晴 二 〃 理 事

大 会 認 証 部 員 菊 池 彰 〃 理 事

〃 中 夷 章 吾 〃 理 事

大 会 記 録 部 長 渡 辺 良 幸 〃 常務理事

大 会 記 録 副 部 長 落 合 朋 克 〃 理 事

大 会 記 録 部 員 古 市 達 也 〃 理 事

大 会 広 報 部 長 幡 本 幸 則 〃 理 事

大 会 広 報 副 部 長 仮屋崎益教 〃 理 事

大 会 広 報 部 員 梅 田 久 徳 〃 理 事

大 会 褒 賞 部 長 西 塚 昌 義 〃 常務理事

大 会 褒 賞 副 部 長 田 端 利 昭 〃 理 事

大 会 褒 賞 部 員 米 山 裕 紀 〃 理 事

大会公認審判員
第１種 柳 川 弘 行 ・ 柳 川 穂 波 ・ 渡 辺 良 幸 ・ 川 瀬 晴 二

佐 山 天 亮 ・ 長 田 陽 介 ・ 岡 宏 明
第２種 田 口 隆 夫 ・ 柳 川 裕 介 ・ 幡 本 幸 則 ・ 落 合 朋 克

古 市 達 也 ・ 仲 摩 秀 康 ・ 佐々木 秀 明
第３種 坪 香 吉 宣 ・ 西 塚 昌 義 ・ 木 原 剛 弘 ・ 仮屋崎 益 教

山 尾 義 仙 ・ 稲 垣 勝 久 ・ 小 川 敏 之 ・ 澤 田 賢二郎
菊 池 彰 ・ 北 村 英 樹 ・ 森 下 浩一郎 ・ 中 谷 あゆみ
入 江 菜々美 ・ 山 本 千 鶴 ・ 田 端 利 昭 ・ 庄 瀬 智 大
中 夷 章 吾 ・ 藤 井 佑 紀 ・ 米 山 裕 紀 ・ 加 藤 勇 紀
長 利 萌々香 ・ 永 井 裕乃進 ・ 井 岡 聖 一 ・ 髙 木 大 輔
髙 木 重 光 ・ 川 杉 貴 之 ・ 宮 脇 靖 享 ・ 新 西 智 子
森 川 知 治 ・ 梅 田 久 徳 ・ 田 端 彩 子 ・ 堀 田 賢 司
堀 田 恵 子 ・ 太 田 哲 也 ・ 黒 川 陽 一

第41回全日本実業団都市対抗ボウリング選手権大会
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開 催 要 項

主 催 公益財団法人全日本ボウリング協会

後 援 公益財団法人三重県スポーツ協会、三重県公認競技場協議会

協 力 日本ボウリング機構（ＪＢＯ）

主 管 運 営 全日本実業団ボウリング連合、三重県ボウリング連盟

開 催 日 ２０２４年１月２７日（土）～１月２８日（日）

競 技 会 場 稲沢グランドボウル（ＪＢＣ公認競技場Ｎｏ．１２２-６４）

〒４９２－８１６４ 愛知県稲沢市井之口大坪町８０－１

［ＴＥＬ］０５８７（２１）２１３１

競 技 種 目 ４人チーム戦（男女混合可）

競 技 方 式 レギュラー方式の競技はデュアルレーン方式（アメリカ方式）、

ベーカー方式の競技はシングルレーン方式（ヨーロッパ方式）で実施する。

競 技 方 法 【予選】レギュラー方式９ゲーム（１ゲームごとにレーン移動）の競技を行い、

チーム合計３６ゲームの得点上位より各組１０チーム（計２０チー

ム）、各組１０位以下のチームを得点順に並べた上位４チームの合計

２４チームを選出し決勝出場チームとする。

【決勝】１２チームずつＡ・Ｂグループに分け、グループごとにベーカー方式

にてラウンドロビン方式（総当り戦）の１ゲームマッチを行う。勝ポ

イント（勝利チームに２０ポイント）、同得点ポイント（両チームに１

０ポイント）を加えた１１ゲームの合計得点により各グループの順位

を決定する。さらにＡ・Ｂグループの同順位同士が２ゲームのポジシ

ョンマッチを行い、１３ゲームの合計得点により最終順位を決定する。

ハンディキャップ レギュラー方式において１ゲームにつき次のハンディキャップを与える。

年齢基準は２０２３年４月１日現在の満年齢とする。

４９歳以下 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０～７４歳 ７５～７９歳 ８０歳以上

男子 ０ ５ １０ １５ ２０ ２５

女子 １５ ２０ ２５ ３０ ３５ ４０

競 技 規 程 ＪＢＣ選手権競技会規程ならびにＪＢＣボウリング競技規則を適用する。

同位の裁定 予選・決勝において同位が生じた場合、第１３３条に基づき裁定する。

ただし、決勝ポジションマッチ後に１位と２位が同点の場合、各チーム２名の

競技者による９・１０フレーム（ベーカー方式）の決定戦により順位を決定する。

参 加 資 格 （１）２０２３年度のＪＢＣ実業団会員で、各連盟から選出されたチームとす

る。

（２）同一実業団でチームを編成すること。
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（３）各チームに１名の補欠選手登録を認める。補欠選手の交代は、レギュラ

ー方式ではシリーズごとに交代することができる。ベーカー方式では１

ゲームごとに交代することができる（投球順序についても１ゲームごと

に変更できるが投球順序を明示すること）。

（４）各都市を代表するチームであること（基本的には各都市から１チームの

参加とする）。

（５）割当に余裕があった場合、同一都市の同一実業団から２チームの参加も

認める。

（６）同一実業団に２０名以上の登録がある場合、２チームの参加も認める。

（７）１都市・郡・区に１０実業団以上の登録がある場合、２チームの参加も

認める。

褒 賞 チーム優勝～第６位

チームハイゲーム賞・ハイシリーズ賞（予選９ゲームを対象、ハンディキャップ込み）

個人ハイゲーム賞・ハイシリーズ賞（予選９ゲームを対象、スクラッチ）

ベーカー方式チームハイゲーム賞（決勝を対象）

注 意 事 項 （１）納入された施設使用料は、送金締切日以降返金しない。また、自然災害

や感染症の流行等により大会を中止した場合、旅費・宿泊費の補償はし

ない。

（２）主催者として傷害補償責任等は一切負わない。各自において保険証（原

本または写し）を持参するとともに、事故や怪我等に備え補償を受けら

れるスポーツ傷害保険等へ加入すること。

（３）公認ゲーム消化証明は、各団体の責任において確認すること。

（４）ボールについて

・参加選手は、会場に持ち込んだ全てのボールを競技開始前に登録す

ること。

登録料として、２個目から１個につき５００円を納めること。

また、５個目からは特別保管料として１個につき１，０００円を追

加徴収する。

ボールの追加登録は原則として認めない。

・会場内へのボールの持ち込みは４個以内に自粛すること。

・未検査ボール、ボール検査合格証不携帯の場合は、競技開始前に検

査を受けること。この場合の検査料は１個５００円とし、大会期間

中のみ有効のボール検査合格証を発行する。

・競技中に参加全選手の中から無作為にボール検査を実施する。シフ

ト終了後、主管役員により指名された選手は速やかにボール検査に

協力すること。登録していないボールを会場へ持ち込んだ場合、そ

れまでの記録は全て無効とする。

（５）会員証不携帯の場合、今大会のみ有効の臨時会員証を発行する。申請書

に必要事項を記入し、３００円の発行手数料を添えて申請すること。
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（６）会場にボールバック等を送る場合は１月２６日午後以降の到着で送るこ

と。

（７）本大会の映像・写真・記事・記録等における個人情報（氏名・年齢・性

別・記録・肖像等）は、広報の目的で使用・公開する。また報道機関に

提供することがある。その掲載権・使用権は主催者に属する。

（８）本大会開催中、会場内で撮影した写真・映像等は、映る人物の個人情報

（肖像を含む）およびプライバシーに配慮し、個人使用の範囲内に限る

こととする。報道目的、企業活動での撮影および公開は、必ず主催者の

許可を得ること。

※ドーピング検査について

１．本競技会は、日本アンチ・ドーピング規程に基づくドーピング・コントロール対象

大会である。

２．本競技会参加者（１８歳未満の競技者を含む。以下同じ）は、競技会にエントリー

した時点で日本アンチ・ドーピング規程にしたがい、ドーピング・コントロール手

続の対象となることに同意したものとみなす。１８歳未満の競技者については、本

競技会への参加により親権者の同意を得たものとみなす。

３．本競技会に参加する１８歳未満の競技者は、親権者の署名した同意書を大会に持参

し携帯すること。親権者の同意書フォームは、日本アンチ・ドーピング機構（ＪＡ

ＤＡ）のウェブサイト（ https://www.playtruejapan.org/jada/u18.html ）からダウ
ンロードできる。１８歳未満の競技者はドーピング検査の対象となった際に、親権

者の署名が記載された当該同意書を担当検査員に提出すること。なお、親権者の同

意書の提出は１８歳未満時に１回のみで、当該同意書の提出後に再びドーピング検

査の対象となった場合は、すでに提出済みであることをドーピング検査時に申し出

ること。ドーピング検査会場において親権者の同意書の提出ができない場合、検査

後７日以内にＪＡＤＡ事務局へ郵送にて提出すること。親権者の同意書の提出がな

かった場合でも、ドーピング・コントロール手続に一切影響がないものとする。

４．本競技会参加者は、本競技会において行われるドーピング検査（尿・血液等検体の

種類を問わず）を拒否又は回避した場合、検査員の指示に従わない場合、帰路の移

動等個人的諸事情によりドーピング検査手続を完了することができなかった場合等

は、アンチ・ドーピング規則違反となる可能性がある。アンチ・ドーピング規則違

反と判断された場合には、日本アンチ・ドーピング規程に基づき制裁等を受けるこ

とになるので留意すること。

５．競技会・競技会外検査問わず、血液検査の対象となった競技者は、採血のため、競

技／運動終了後２時間の安静が必要となるので留意すること。

６．日本アンチ・ドーピング規程の詳細内容およびドーピング検査については、公益財

団法人日本アンチ・ドーピング機構のウェブサイト（http://www.playtruejapan.org）
にて確認すること。
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競 技 日 程

月 日 時 間 内 容 備 考

（大会前日）
１７：００～１９：００ ボ ー ル 登 録

１月２６日（金） （全選手対象）

（第１日目）
０７：３０～００：００ 開 場

１月２７日（土）

０７：３０～０８：４５ Ａ組ボール登録

０８：３０～０８：５０ 監 督 会 議 稲沢グランドボウル

ミーティングルーム

０９：１５～０９：３０ 開 会 式 稲沢グランドボウル Ａ組監督・選手が参加

０９：４５～１１：３０ Ａ 組 ０×４名打
予 選 １ 回 戦

０９：４５～１１：１５
Ｂ組ボール登録

１１：４５～１３：３０ Ｂ 組 ０×４名打
予 選 １ 回 戦

１３：４５～１５：３０ Ａ 組
０×４名打

予 選 ２ 回 戦

１５：４５～１７：３０ Ｂ 組 ０×４名打
予 選 ２ 回 戦

１７：４５～１９：３０ Ａ 組
０×４名打

予 選 ３ 回 戦

１９：４５～２１：３０ Ｂ 組 ０×４名打
予 選 ３ 回 戦

（第２日目）
０８：００～００：００ 開 場

１月２８日（日）

０８：００～０８：３０
決勝出場チーム

入 場 ・ 受 付

０９：００～１２：００ 決勝ラウンドロビン
４×４名打

（１１Ｇ・ベーカー方式）

１２：３０～１３：１０ 決勝ポジションマッチ ４×４名打
（２Ｇ・ベーカー方式）

１４：００～１４：３０ 表彰式・閉会式 稲沢グランドボウル
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競技規則（抜粋）

第１３３条（同位ピンの裁定）
競技の勝位の決定について、個人又はチーム戦の得点が同点の場合、次のとおり裁定す
る。
（１）シリーズにおいて同点の場合は、最高ゲームと最低ゲームの差の最も少ないもの

を上位とする。
（２）２シリーズ以上の競技において同点の場合、最高シリーズと最低シリーズの差の

最も少ないものを上位とする。
（３）１ゲームのスコアが同点の場合及び第１号の得点差が同じ場合は、個人又はチー

ム戦で第１０フレームまでを含めたストライク数の多いものを上位とする。
（４）さらにストライク数が同じ場合は、スペア数の多いものを上位とする。
（５）スペア数が同じ場合は、ともに勝者とするか、又はさらに１ゲームの決勝戦を行

い、勝者を決定する。
ただし、競技要項にほかの方法で規定している場合は、その規定による。

第１３４条（スローボウリングの禁止）
すべての競技は遅滞なく実施し、審判員は遅滞の原因が競技者にある次のような場合に
は、スローボウリングと判定する。
スローボウリングの判定は、同一シリーズ内においてのみ適用し、最初は「警告」、２
回目は「厳重注意」、３回目以降は、そのフレームの得点を０とする。
（１）競技者は、自分の投球順で左右の隣接するレーンがあいている場合、直ちに投球

態勢をとらなければならない。
（２）競技投球者は、投球の準備態勢に入ろうとしているすぐ右側レーンの競技者に対

してのみ優先投球権を認めなければならない。
（３）競技者が１レーンに１名又は２名で競技する場合は、当該シフトで進行の早い競

技者から、原則として４フレーム以上の遅れ、３名以上で競技する場合は、２フ
レーム以上の遅れがあった場合は、機械の故障等の有無を確認の後、判定する。

（４）競技者は、前の競技者のボールがボールラックに戻ったときから３０秒以内にそ
の競技者は投球しなければならない。その判定は、審判員が競技者を無作為に選
考し、ストップウォッチにより、その競技者の投球時間を測定する。

（５）第４号の条文については、当分の間、指導事項とする。

第１３６条（ボウリングボールの表面調整及び表面加工）
ボウリングボールの表面調整及び表面加工については、世界ボウリング連盟の規定に基
づき、次のとおりとする。
ゲーム中にボールの表面を調整及び加工した場合は、そのゲームの得点は０とする。
（１）ボウリングボールの調整に使用できるポリッシュ並びにクリーナーは、世界ボウ

リング連盟の公式認定の物とし、ボウリングボールの表面調整は、競技が遅滞し
ない範囲でゲームとゲーム間で許されるが、必ず手で実施し、ボウラーズエリア
内では行うことはできない。

（２）ボウリングボールの表面加工をすることは、第１号で規定されたものを除き、指
定された場所において、公式練習中、競技直前の練習時間中及びシフトとシフト
の間は許される。

（３）ボールの表面を調整及び加工した場合は、その表面に付着物があってはならない。

第４０６条（遅 刻）
競技者は、競技開始予定時間の３０分前までに、あらかじめ定められた場所に集合し、
受付を通過する。通過しない場合は、その種目は失格となる。

第４０７条（ボウラーズエリア）
選手権競技会において競技者、観客に識別できるようボウラーズエリアを定めるものと
する。
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２ 各団体において、ボウラーズエリアに入ることのできるのは監督又はコーチのいずれか
１名とする。ただし、各選手権競技会において別の定めがある場合、この限りではない。

３ ボウラーズエリアに入ることのできる範囲は、自チームの競技しているボウラーズエリ
ア内とする。

第４１０条（使用ボール）
選手権競技会に使用するボールは、次の各号に基づいて使用するものとする。
（１）選手権競技会に出場する者の使用ボールは、すべて世界ボウリング連盟公式認定

ボール又は本協会公式認定ボールで認証検査に合格したものであること。また、
常に本協会規定の「ボール検査合格証」を携帯していなければならない。

（２）合格したボールでも、表面にテープ、ペンキ等で目印をしたり、明らかに故意に
キズをつけた場合は、失格とする。

（３）ボールの表面調整及び表面加工については、競技規程第１３６条を適用する。
（４）競技者は、大会に使用するすべてのボールを登録しなければならない。
（５）１９９１年１月１日以降に製造されたボールのみ使用が認められる。
（６）上記のほか、競技規程第１３５条を適用する。

第４１８条（競技者の服装）
選手権競技会に参加する競技者の服装は、競技規程第１３７条及び本協会の服装規則を
遵守する。

第４１９条（競技中の飲食、喫煙）
競技中の飲食、喫煙は一切禁止する。ただし、アルコールを含まない飲料をボウラーズ
エリア以外の指定された場所で飲むことは許される。
また、競技者はボウラーズエリアをみだりに離れてはならない。やむを得ず離れる場合
は、必ず審判員に申し出て承認を得なければならない。

※その他は、すべて本協会競技規則を適用する。

【 注 意 事 項 】
※競技会及び選手権大会の競技中２個以上のボールを使用する場合は、次のことを厳守
して下さい。
（イ）競技中、特別の指示がある場合を除きボールラックには１人１個のボールしか置

くことはできない。
（ロ）競技会および選手権大会では、競技開始前に主管認証部へ会場に持ち込んだ全て

のボールを登録しなければならない。その際の登録料は、２個目から１個につき
５００円の登録料を納めなければならない。また、５個以上を登録する場合は、
別途の料金が必要となる。

（ハ）競技中にボール交換のために、他の競技者に迷惑をかけたり、競技進行に支障を
生じさせた場合は、スローボウリング（競技規程第１３４条）の適用を受ける場
合がある。

※大会には、ボールの持込を１人４個以内に自粛するよう指導事項となっております。
ご協力をお願いいたします。

※大会会場に４個以上持ち込んだ場合でも、競技フロアへのボールの持ち込みは４個以
内とします。
ダブルボールバッグ２つ、あるいはトリプルボールバッグ１つとシングルボールバッ
グ１つで運搬するなど、外形的にも４個以内であることがわかるようにしてください。
競技中のボールの入れ替えは可能ですが、競技が遅滞しない範囲で行ってください。

※ハイゲーム、ハイシリーズ賞とも同点の場合は、該当者全員を表彰します。（選手権
競 技会規程第４１４条）

第41回全日本実業団都市対抗ボウリング選手権大会



- 13 -

参加団体・監督・選手数

Ｎｏ． 連盟名 都市数 監督氏名 チーム数
登録選手数

選 手 補 欠 合 計

１ 北海道 １ 大井川 国雄 １ ４ １ ５

２ 青森県 １ 古川 一司 １ ４ ４

３ 宮城県 ３ 吉田 亮 ３ １２ １２

４ 秋田県 １ 布目 浩嗣 １ ４ ４

５ 茨城県 １ 浦澤 一成 １ ４ １ ５

６ 埼玉県 ２ 大竹 祥一 ２ ８ ２ １０

７ 千葉県 １ 矢野 一樹 ２ ８ ８

８ 東京都 ６ 髙橋 尚代 ７ ２８ １ ２９

９ 神奈川県 ３ 川田 光一 ５ ２０ ２ ２２

１０ 富山県 ２ 藪下 俊幸 ６ ２４ ６ ３０

１１ 石川県 ２ 永山 順一 ６ ２４ ５ ２９

１２ 静岡県 ２ 寺下 真 ２ ８ １ ９

１３ 愛知県 ４ 星野 高志 ９ ３６ ６ ４２

１４ 大阪府 １ 笹間 智博 １ ４ ４

１５ 兵庫県 ３ 大原 和博 ５ ２０ ２ ２２

１６ 鳥取県 １ 柳原 寿史 １ ４ ４

１７ 岡山県 ３ 山﨑 正造 ５ ２０ ２ ２２

１８ 広島県 ２ 大岡 明百 ６ ２４ ２４

１９ 福岡県 ２ 小川 健太 ３ １２ ２ １４

２０ 熊本県 １ 田﨑 憲一 １ ４ ４

２１ 沖縄県 １ 石嶺 可奈子 １ ４ ４

２２ 三重県 ２ 長田 陽介 ３ １２ ２ １４

合計 ４５ ７２ ２８８ ３３ ３２１

第41回全日本実業団都市対抗ボウリング選手権大会
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参加チーム・選手名簿

連盟名 都市名 チーム名 選 手 名 Ｈ／Ｃ シフト

北海道 札幌市 札幌市役所 １ 滝 本 宗 彦 １０

２ 古 賀 直 美 １５

３ 村 瀬 規 彦 Ａ

４ 大井川 国 雄 １５

補 髙 橋 竜 平

青森 八戸市 ㈱ケーパル １ 工 藤 純一郎

２ 工 藤 陽一郎

３ 久 保 利 治 １０ Ａ

４ 古 川 一 司 ２０

補

宮城県 仙台市 ㈱タイトー １ 根 本 遥 １５

２ 渡 邉 雅 司 １０

３ 大 久 実 結 １５ Ｂ

４ 遠 藤 明日香 １５

補

柴田郡 リコーインダストリー㈱ １ 奥 山 有 紀 １５

東北事業所 ２ 宮 沢 浩 二 １０

３ 伊 藤 秀 明 １０ Ａ

４ 小 原 栄 輝

補

遠田郡 アルプスアルパイン（株） １ 富 谷 頼 行

涌谷工場 ２ 吉 田 千佳子 ２０

３ 吉 田 亮 １０ Ｂ

４ 林 田 光 雄 ５

補

秋田県 秋田市 秋田教職員 １ 小 玉 克 男 ５

２ 小 玉 真紀子 ２０

３ 三 浦 世 揮 １０ Ａ

４ 布 目 浩 嗣 ５

補

茨城県 日立市 日立製作所 １ 浦 澤 一 成

２ 池 田 智 洋

３ 浅 田 敬 悟 Ａ

４ 木 村 臣 吾

補 鴨 下 友 亮

埼玉県 比企郡 オリロー １ 前 島 京 介

２ 長 澤 悠 次

３ 石 井 優 輝 Ａ

４ 山 越 貢 １０

補 斎 藤 理 恩

狭山市 ホンダ埼玉 １ 大 竹 祥 一 ５

２ 山 口 好 宏 ５

３ 秋 山 忠 明 ５ Ｂ

４ 小 林 功 ５

補 沓 野 貴 志

第41回全日本実業団都市対抗ボウリング選手権大会
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参加チーム・選手名簿

連盟名 都市名 チーム名 選 手 名 Ｈ／Ｃ シフト

千葉県 君津市 日本製鉄君津Ａ １ 髙 橋 諒

２ 平 野 幹 城

３ 小 倉 芳 啓 Ａ

４ 高 梨 宏 樹

補

日本製鉄君津Ｂ １ 吉 田 清 治 １０

２ 矢 野 美 加

３ 菊 地 誠 １０ Ｂ

４ 矢 野 一 樹 ５

補

東京都 世田谷区 世田谷区役所 １ 中 澤 文 夫 １０

２ 棚 辺 正 美 ５

３ 大 場 憲 司 ５ Ｂ

４ 鷲 尾 雄 一

補

目黒区 目黒区役所 １ 谷 平 由 永 １０

２ 髙 野 金 一 ２０

３ 茂 木 久 夫 １０ Ａ

４ 永 原 康 史 ５

補 的 場 瞬 矢

立川市 東京都実業団ＯＢクラブ １ 髙 橋 尚 代 ２５

２ 田 倉 稔 １０

３ 松 下 秀 樹 １０ Ｂ

４ 山 下 裕 二 １０

補

渋谷区 渋谷区役所 １ 豊 田 旭

２ 東 野 桜 子 １５

３ 宮 田 孝 １０ Ａ

４ 田 中 雅 光 ５

補

千代田区 東京消防庁Ａ １ 橋 本 章 ５

２ 冨 田 俊 彦

３ 小 野 知 行 ５ Ｂ

４ 野 中 秀 和 １０

補

東京消防庁Ｂ １ 長谷川 雅 宣

２ 古谷野 努 ５

３ 寺 屋 充 彦 Ａ

４ 斎 藤 秀 規 ５

補

大田区 大田区役所 １ 平 山 大 輔

２ 浅 田 秀 則 １０

３ 浜 中 誠 行 １５ Ｂ

４ 鈴 木 智 雄 １５

補

第41回全日本実業団都市対抗ボウリング選手権大会
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参加チーム・選手名簿

連盟名 都市名 チーム名 選 手 名 Ｈ／Ｃ シフト

神奈川県 藤沢市 いすゞ自動車㈱ １ 田 辺 昇 ５

２ 田 崎 進 １０

３ 細 沼 拓 也 Ｂ

４ 川 田 光 一

補 六 車 康 彦

日本精工㈱藤沢 １ 畑 秀 明

２ 小 林 猛 ５

３ 石 川 夕 真 Ａ

４ 小 西 菖 平

補 中 川 和 紀

横須賀市 やまびこ １ 川 崎 祐 二 １０

２ 津 田 忠 人 １０

３ 越 博 明 １０ Ｂ

４ 大 坪 孝 至 ５

補

川崎市 神奈川県実業団 １ 安 藤 博 １０

ＯＢクラブＡ ２ 永 野 勇 ２０

３ 村 上 悦 男 １０ Ａ

４ 小 玉 眞 ２０

補

神奈川県実業団 １ 長谷川 孝 嘉 １０

ＯＢクラブＢ ２ 村 上 知 子 ２５

３ 菅 井 富 夫 １５ Ｂ

４ 府 川 裕 行 １０

補

富山県 富山市 北陸電力 １ 藪 下 俊 幸 １０

２ 栗 原 一 男 １０

３ 細 川 淳 一 ５ Ａ

４ 古 本 彰 ５

補 北 川 善 輝 １０

不二越 １ 薄尾屋 隆 志 ５

２ 押 田 幸 春

３ 黒 川 俊 和 １０ Ｂ

４ 山 崎 吉 範

補 藤 原 亨

富山地方鉄道 １ 堤 久里子 １５

２ 林 能 隆 幸 １５

３ 角 田 拓 典 ５ Ａ

４ 浦 上 英 貴

補 那 智 秀 輝

三菱ケミカル １ 松 林 謙 仁 ５

２ 高 島 嘉 子 ２５

３ 坂 野 知 世 ２０ Ｂ

４ 岩 田 美由紀 ２０

補 近 藤 匡 泰

第41回全日本実業団都市対抗ボウリング選手権大会
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参加チーム・選手名簿

連盟名 都市名 チーム名 選 手 名 Ｈ／Ｃ シフト

富山県 富山市 インテック １ 高 原 勝 ５

２ 麻 田 浩 史 ５

３ 市 井 和 志 ５ Ａ

４ 扇 谷 久 範 ５

補 境 明 ５

黒部市 ＹＫＫ １ 越 前 哲 男 １０

２ 片 岸 弘 樹 １０

３ 谷 口 博 之 ５ Ｂ

４ 吉 田 仁 ５

補 上 田 誠 ５

石川県 津幡町 株式会社久世ベローズ １ 河 合 昭 彦 ５

工業所 ２ 松 浦 弘 ５

３ 脇 坂 裕 貴 Ｂ

４ 田 中 智 之

補 南 谷 隆

金沢市 金沢市役所Ａ １ 松 原 真 珠 １０

２ 吉 田 伸 也 １０

３ 白 木 武 Ａ

４ 清 水 正 弘 ５

補 奥 村 一 世 ２０

金沢市役所Ｂ １ 中 村 和 弘 ５

２ 中 村 晃 子 １５

３ 梅 本 秀 一 １０ Ｂ

４ 竹 吉 一 洋 ５

補 羽 場 恵 美 １５

石川県実業団ＯＢクラブ １ 永 山 順 一 １０

２ 益 田 彰 １０

３ 池 田 ひとみ ２５ Ａ

４ 堂 前 秀 雄 １０

補 小 竹 宏 １０

石川県教職員 １ 端 山 祐 司 ５

２ 前 浜 伸 １０

３ 中 田 裕 己 １０ Ｂ

４ 今 川 徹 ５

補 西 住 昭 真 １０

株式会社環境開発 １ 山 森 正 治 １０

２ 山 内 雄 大

３ 小 谷 拓 也 Ａ

４ 竹 井 満 ５

補

静岡県 富士市 ユニプレス １ 村 上 太 一

２ 深 澤 一 敏

３ 小 俣 義 実 １５ Ａ

４ 深 澤 智 秀 １５

補

第41回全日本実業団都市対抗ボウリング選手権大会
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参加チーム・選手名簿

連盟名 都市名 チーム名 選 手 名 Ｈ／Ｃ シフト

静岡県 静岡市 小糸製作所 １ 伊 藤 海 斗

２ 北 風 慎 雄 １０

３ 寺 下 裕 基 Ｂ

４ 小 林 愼 治 １０

補 寺 下 真 １０

愛知県 刈谷市 デンソーＡ １ 緒 方 諒

２ 夏 目 佳 功

３ 夏 目 美 和 １５ Ａ

４ 高 野 正 美

補 宮 次 良 典 ５

デンソーＢ １ 加 藤 勝 ５

２ 村 田 千 浩

３ 中 川 岳 史 Ｂ

４ 林 剛 １０

補

アイシンＡ １ 桐 生 由紀子 ２０

２ 安 田 昂 平

３ 廣 瀬 嘉 治 Ｂ

４ 間 瀬 洋 平

補 桐 生 広 司 １０

アイシンＢ １ 織 田 真 也

２ 有 馬 敏 行

３ 小 田 秀 城 Ａ

４ 金 原 武 史

補 中 島 淳 二

豊田市 トヨタ自動車Ａ １ 阿 部 広 知

２ 鈴 木 貴 光

３ 水 野 亮 太 Ａ

４ 松 岡 富 綱 １０

補

トヨタ自動車Ｂ １ 本 多 悟 １０

２ 三 村 哲 司 １０

３ 中 野 伸 彦 ５ Ｂ

４ 小 林 浩 １０

補

トヨタ自動車Ｃ １ 清 家 剛 ５

２ 糸 畑 秀 樹 ５

３ 村 田 百 恵 １５ Ｂ

４ 五 島 利 夫 １０

補 山 口 勝 也 １０

岡崎市 三菱自動車岡崎 １ 西 尾 覚 １５

２ 佐 伯 典 代 ２０

３ 辻 野 真 一 ５ Ａ

４ 芝 真 英 ０

補 近 藤 克 生 ５

第41回全日本実業団都市対抗ボウリング選手権大会
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参加チーム・選手名簿

連盟名 都市名 チーム名 選 手 名 Ｈ／Ｃ シフト

愛知県 東海市 愛知製鋼 １ 山 川 真一郎 １０

２ 髙 本 正 子 ３５

３ 真 野 紳 一 １５ Ｂ

４ 竹 内 章 訓

補 赤 尾 昇 一 ５

大阪府 大阪市 大阪市役所 １ 中 川 大 輔

２ 長谷川 美 輪 １５

３ 山 本 晴 義 ５ Ａ

４ 笹 間 智 博 ５

補

兵庫県 姫路市 日本製鉄広畑 １ 井 上 涼 貴

２ 石 阪 隆 浩

３ 町 勇 介 Ｂ

４ 多 田 潔

補 春 木 範 浩

神戸市 兵庫県ＯＢクラブ １ 霜 田 孝 １０

２ 大 原 和 博 １０

３ 滝 沢 謙 二 １０ Ａ

４ 森 重 昭 １５

補 小 谷 一 ５

神戸市役所 １ 大 森 浩 司 ５

２ 古 川 忠 生 ５

３ 須 賀 繁 治 １０ Ｂ

４ 杉 本 信 浩

補

川崎重工 １ 本 間 亘

２ 石 井 安 穂

３ 田 渕 茂 夫 １０ Ａ

４ 前 薗 亨

補

伊丹市 三菱電機紅菱会 １ 初 田 武 ５

２ 坂 本 益 代 １５

３ 坂 本 圭 司 Ｂ

４ 藤 原 健 登

補

鳥取県 鳥取市 鳥取県実業団ＯＢクラブ １ 福 田 智 之

２ 中 村 浩 １０

３ 勝 原 昌 彦 Ａ

４ 柳 原 寿 史 １０

補

岡山県 赤磐市 セイテック １ 猪 木 信 一 １０

２ 村 上 夢 実 １５

３ 堀 久 之 １０ Ｂ

４ 木 村 堅 司 ２０

補 岩 永 正 行 ５
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参加チーム・選手名簿

連盟名 都市名 チーム名 選 手 名 Ｈ／Ｃ シフト

岡山県 岡山市 岡山県実業団ＯＢクラブ １ 山 﨑 正 造 １０

２ 金 安 利 和 １５

３ 佐 藤 保 則 １５ Ａ

４ 長 﨑 達 志 １０

補

倉敷市 倉敷市役所 １ 田 中 盟 人 １０

２ 久保田 統 ５

３ 中 村 なおみ ２０ Ｂ

４ 若 杉 樹

補 田 中 宏 幸

三菱自動車工業（株）水島Ａ １ 平 田 和 彦 ５

２ 平 裕 次

３ 山 根 利 文 １０ Ａ

４ 加 内 豊

補

三菱自動車工業（株）水島Ｂ １ 河 手 道 浩 ５

２ 前 岡 将 伍

３ 日 山 孔 二 １０ Ｂ

４ 高 田 靖 人 ５

補

広島県 福山市 ＪＦＥ西日本Ａ １ 石 本 美 来 １５

２ 石 井 浩 次 １０

３ 福 田 嘉 光 Ａ

４ 鉾 崎 浩 二 １０

補

ＪＦＥ西日本Ｂ １ 東 孝 行 １０

２ 岡 田 世 紀

３ 佐 藤 太 河 Ｂ

４ 矢 野 徹 ５

補

ＪＦＥ西日本Ｃ １ 石 川 慎 二

２ 山 口 颯 斗

３ 田 中 玲 美 １５ Ａ

４ 松 藤 信 明 １０

補

呉市 呉市役所Ａ １ 岡 田 なつ紀 １５

２ 加 藤 めぐみ ２５

３ 谷 口 葉 子 ２０ Ｂ

４ 大 岡 明 百 ５

補

呉市役所Ｂ １ 今 村 清 司 １０

２ 三 戸 秀 之 ５

３ 井 城 発 １０ Ａ

４ 岡 田 俊 徳

補
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参加チーム・選手名簿

連盟名 都市名 チーム名 選 手 名 Ｈ／Ｃ シフト

広島県 呉市 呉市役所Ｃ １ 玉 田 輝 明 １０

２ 上 野 あゆみ １５

３ 田 尾 和 也 Ｂ

４ 尾 﨑 亮 平

補

福岡県 福岡市 三菱電機玄菱会 １ 吉 田 寛 ５

２ 伊 藤 寛 泰

３ 増 岡 史 仁 Ｂ

４ 藤 井 秀 紀 ５

補

福岡市役所 １ 火 山 和 紀

２ 澤 井 邦 之 １０

３ 岡 﨑 貞 夫 １０ Ａ

４ 小 川 健 太

補 豊 倉 美 加 ２５

京都郡 日産自動車九州 １ 渡 邉 翔

２ 奥 田 広 儀

３ 柿 原 博 １０ Ｂ

４ 水 元 千嘉志 １０

補 山 根 善 仁 １０

熊本県 菊池郡 ホンダ熊本 １ 西 川 浩 吉 １０

２ 今 村 辰 則 ５

３ 小 柳 貴 嗣 １０ Ａ

４ 田 﨑 憲 一 １０

補

沖縄県 北谷町 ㈱エナジック １ 下 地 賀寿守 １０

インターナショナル ２ 石 嶺 可奈子 １５

３ 儀 間 光 博 Ａ

４ 幸 喜 将 太

補

三重県 鈴鹿市 ホンダ鈴鹿 １ 岡 宏 明 ５

２ 稲 垣 勝 久 ５

３ 長谷川 正 安 ５ Ｂ

４ 佐々木 秀 明 １０

補 森 川 知 治

桑名市 桑名市役所 １ 庄 瀬 智 大

２ 米 山 裕 紀

３ 小 林 剛 美 １０ Ａ

４ 柳 川 弘 行 １０

補 小 椋 達 也

ＮＴＮ㈱桑名製作所 １ 渡 辺 良 幸 ５

２ 太 田 哲 也 ５

３ 川 杉 貴 之 Ｂ

４ 長 田 陽 介

補
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レ ー ン 配 当 表

連盟名 都市名 チーム名 シフト
１回戦 ２回戦 ３回戦

１Ｇ ２Ｇ ３Ｇ ４Ｇ ５Ｇ ６Ｇ ７Ｇ ８Ｇ ９Ｇ

北海道 札幌市 札幌市役所 Ａ ３８ ２８ ３０ ５４ ５６ ５８ １０ １２ １４

青 森 八戸市 ㈱ケーパル Ａ １６ １８ ２０ ４４ ４６ ４８ ７２ ７４ ６４

宮城県 仙台市 ㈱タイトー Ｂ １２ １４ ４ ５２ ５４ ５６ ３２ ３４ ３６

柴田郡 リコーインダストリー㈱東北事業所 Ａ ５６ ５８ ６０ １２ １４ ４ ２８ ３０ ３２

遠田郡 アルプスアルパイン（株）涌谷工場 Ｂ ６６ ６８ ７０ ４６ ４８ ５０ ２６ １６ １８

秋田県 秋田市 秋田教職員 Ａ ５４ ５６ ５８ １０ １２ １４ ３８ ２８ ３０

茨城県 日立市 日立製作所 Ａ １４ ４ ６ ３０ ３２ ３４ ５８ ６０ ６２

埼玉県 比企郡 オリロー Ａ ４２ ４４ ４６ ７０ ７２ ７４ ２６ １６ １８

狭山市 ホンダ埼玉 Ｂ ２２ ２４ ２６ ７４ ６４ ６６ ４２ ４４ ４６

千葉県 君津市 日本製鉄君津Ａ Ａ ５２ ５４ ５６ ８ １０ １２ ３６ ３８ ２８

君津市 日本製鉄君津Ｂ Ｂ ６８ ７０ ７２ ４８ ５０ ４０ １６ １８ ２０

東京都 世田谷区 世田谷区役所 Ｂ ２６ １６ １８ ６６ ６８ ７０ ４６ ４８ ５０

目黒区 目黒区役所 Ａ ６２ ５２ ５４ ６ ８ １０ ３４ ３６ ３８

立川市 東京都実業団ＯＢクラブ Ｂ ２０ ２２ ２４ ７２ ７４ ６４ ４０ ４２ ４４

渋谷区 渋谷区役所 Ａ ７２ ７４ ６４ １６ １８ ２０ ４４ ４６ ４８

千代田区 東京消防庁Ａ Ｂ ３０ ３２ ３４ １０ １２ １４ ６２ ５２ ５４

千代田区 東京消防庁Ｂ Ａ ５８ ６０ ６２ １４ ４ ６ ３０ ３２ ３４

大田区 大田区役所 Ｂ １６ １８ ２０ ６８ ７０ ７２ ４８ ５０ ４０

神奈川県 藤沢市 いすゞ自動車㈱ Ｂ ６４ ６６ ６８ ４４ ４６ ４８ ２４ ２６ １６

日本精工㈱藤沢 Ａ ８ １０ １２ ３６ ３８ ２８ ５２ ５４ ５６

横須賀市 やまびこ Ｂ ４４ ４６ ４８ ２４ ２６ １６ ６４ ６６ ６８

川崎市 神奈川県実業団ＯＢクラブＡ Ａ ４８ ５０ ４０ ６４ ６６ ６８ ２０ ２２ ２４

川崎市 神奈川県実業団ＯＢクラブＢ Ｂ ７０ ７２ ７４ ５０ ４０ ４２ １８ ２０ ２２

富山県 富山市 北陸電力 Ａ ６６ ６８ ７０ ２２ ２４ ２６ ５０ ４０ ４２

不二越 Ｂ ３４ ３６ ３８ １４ ４ ６ ５４ ５６ ５８

富山地方鉄道 Ａ ３２ ３４ ３６ ６０ ６２ ５２ ４ ６ ８

三菱ケミカル Ｂ ４２ ４４ ４６ ２２ ２４ ２６ ７４ ６４ ６６

インテック Ａ ２２ ２４ ２６ ５０ ４０ ４２ ６６ ６８ ７０

黒部市 ＹＫＫ Ｂ ５０ ４０ ４２ １８ ２０ ２２ ７０ ７２ ７４

石川県 津幡町 株式会社久世ベローズ工業所 Ｂ １４ ４ ６ ５４ ５６ ５８ ３４ ３６ ３８

金沢市 金沢市役所Ａ Ａ ６４ ６６ ６８ ２０ ２２ ２４ ４８ ５０ ４０

金沢市役所Ｂ Ｂ ７４ ６４ ６６ ４２ ４４ ４６ ２２ ２４ ２６

石川県実業団ＯＢクラブ Ａ ４０ ４２ ４４ ６８ ７０ ７２ ２４ ２６ １６

石川県教職員 Ｂ ４６ ４８ ５０ ２６ １６ １８ ６６ ６８ ７０

株式会社 環境開発 Ａ ３４ ３６ ３８ ６２ ５２ ５４ ６ ８ １０

静岡県 富士市 ユニプレス Ａ ４４ ４６ ４８ ７２ ７４ ６４ １６ １８ ２０

静岡市 小糸製作所 Ｂ ３２ ３４ ３６ １２ １４ ４ ５２ ５４ ５６
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レ ー ン 配 当 表

連盟名 都市名 チーム名 シフト
１回戦 ２回戦 ３回戦

１Ｇ ２Ｇ ３Ｇ ４Ｇ ５Ｇ ６Ｇ ７Ｇ ８Ｇ ９Ｇ

愛知県 刈谷市 デンソーＡ Ａ ４６ ４８ ５０ ７４ ６４ ６６ １８ ２０ ２２

デンソーＢ Ｂ ２４ ２６ １６ ６４ ６６ ６８ ４４ ４６ ４８

アイシンＡ Ｂ ５２ ５４ ５６ ３２ ３４ ３６ １２ １４ ４

アイシンＢ Ａ ３６ ３８ ２８ ５２ ５４ ５６ ８ １０ １２

豊田市 トヨタ自動車Ａ Ａ １２ １４ ４ ２８ ３０ ３２ ５６ ５８ ６０

トヨタ自動車Ｂ Ｂ １０ １２ １４ ６２ ５２ ５４ ３０ ３２ ３４

トヨタ自動車Ｃ Ｂ ８ １０ １２ ６０ ６２ ５２ ２８ ３０ ３２

岡崎市 三菱自動車岡崎 Ａ ２６ １６ １８ ４２ ４４ ４６ ７０ ７２ ７４

東海市 愛知製鋼 Ｂ ３６ ３８ ２８ ４ ６ ８ ５６ ５８ ６０

大阪府 大阪市 大阪市役所 Ａ ６ ８ １０ ３４ ３６ ３８ ６２ ５２ ５４

兵庫県 姫路市 日本製鉄広畑 Ｂ ６２ ５２ ５４ ３０ ３２ ３４ １０ １２ １４

神戸市 兵庫県ＯＢクラブ Ａ ２８ ３０ ３２ ５６ ５８ ６０ １２ １４ ４

神戸市役所 Ｂ ５４ ５６ ５８ ３４ ３６ ３８ １４ ４ ６

川崎重工 Ａ １０ １２ １４ ３８ ２８ ３０ ５４ ５６ ５８

伊丹市 三菱電機紅菱会 Ｂ １８ ２０ ２２ ７０ ７２ ７４ ５０ ４０ ４２

鳥取県 鳥取市 鳥取県実業団ＯＢクラブ Ａ １８ ２０ ２２ ４６ ４８ ５０ ７４ ６４ ６６

岡山県 赤磐市 セイテック Ｂ ４０ ４２ ４４ ２０ ２２ ２４ ７２ ７４ ６４

岡山市 岡山県実業団ＯＢクラブ Ａ ４ ６ ８ ３２ ３４ ３６ ６０ ６２ ５２

倉敷市 倉敷市役所 Ｂ ６ ８ １０ ５８ ６０ ６２ ３８ ２８ ３０

三菱自動車工業（株）水島Ａ Ａ ７４ ６４ ６６ １８ ２０ ２２ ４６ ４８ ５０

三菱自動車工業（株）水島Ｂ Ｂ ７２ ７４ ６４ ４０ ４２ ４４ ２０ ２２ ２４

広島県 福山市 ＪＦＥ西日本Ａ Ａ ７０ ７２ ７４ ２６ １６ １８ ４２ ４４ ４６

ＪＦＥ西日本Ｂ Ｂ ４８ ５０ ４０ １６ １８ ２０ ６８ ７０ ７２

ＪＦＥ西日本Ｃ Ａ ２４ ２６ １６ ４０ ４２ ４４ ６８ ７０ ７２

呉市 呉市役所Ａ Ｂ ６０ ６２ ５２ ２８ ３０ ３２ ８ １０ １２

呉市役所Ｂ Ａ ５０ ４０ ４２ ６６ ６８ ７０ ２２ ２４ ２６

呉市役所Ｃ Ｂ ２８ ３０ ３２ ８ １０ １２ ６０ ６２ ５２

福岡県 福岡市 三菱電機玄菱会 Ｂ ３８ ２８ ３０ ６ ８ １０ ５８ ６０ ６２

福岡市役所 Ａ ２０ ２２ ２４ ４８ ５０ ４０ ６４ ６６ ６８

京都郡 日産自動車九州 Ｂ ５６ ５８ ６０ ３６ ３８ ２８ ４ ６ ８

熊本県 菊池郡 ホンダ熊本 Ａ ３０ ３２ ３４ ５８ ６０ ６２ １４ ４ ６

沖縄県 北谷町 ㈱エナジックインターナショナル Ａ ６８ ７０ ７２ ２４ ２６ １６ ４０ ４２ ４４

三重県 鈴鹿市 ホンダ鈴鹿 Ｂ ４ ６ ８ ５６ ５８ ６０ ３６ ３８ ２８

桑名市 桑名市役所 Ａ ６０ ６２ ５２ ４ ６ ８ ３２ ３４ ３６

ＮＴＮ㈱桑名製作所 Ｂ ５８ ６０ ６２ ３８ ２８ ３０ ６ ８ １０
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決勝戦ベーカー方式の説明

１．レギュラー方式９ゲーム（チーム合計３６ゲーム）の得点上位より２４チームを決勝出場チ

ームとする。なお、予選成績は決勝に持ち込まず、ゼロスタートとする。

２．予選の順位に従って、次項の表の通りにＡグループは１２チーム、Ｂグループは１２チーム

に分け、各グループ内でラウンドロビン方式（総当たり戦）の１ゲームマッチを行う。通常

の得点に加え、勝利ポイント（勝利チームに２０ポイント／同点の場合は両チームに１０ポ

イントずつ）を加えた１１ゲームの合計得点により、各グループの順位を決定する。

３．さらに、Ａグループ・Ｂグループの同順位同士によるポジションマッチ２ゲームを行い、同

様に勝利ポイントを加えた１３ゲームの合計得点により最終順位を決定する。

４．モニターにはチーム名のみを表示し、投球順序は左袖（左投げの選手も左袖とする）にリボ

ンをつけることにより明示する。投球順序の変更や、補欠選手との交代はゲームごとに認め

る。リボンの色と、投球フレームの関係は次の通りとする。

リボンの色 投球フレーム

赤 １・５・９

黄 ２・６・１０

緑 ３・７

青 ４．８

５．その他補足事項

（Ａ）シングルレーン方式（ヨーロッパ方式）で実施する。

（Ｂ）スコアはスクラッチとし、個人記録の対象にはならない。

（Ｃ）練習投球は、ラウンドロビンスタート時とポジションマッチスタート時のみとする。

（Ｄ）各ゲームの終了後は、投球レーンにて待機する。アナウンスにより次のレーンへ移動

し、ホイッスルにより一斉にスタートする。

（Ｅ）ラウンドロビン１１ゲーム終了時点で、グループ内に同点が出た場合は、ゲームロー

ハイの差の少ないチームを上位とする。

（Ｆ）決勝全１３ゲーム終了時点で、同点の場合には次の通りとする。

①１位に同点が出た場合

チーム代表２名による９・１０フレームの競技を決着がつくまで行う。

②２位以下に同点が出た場合

全ゲームのロー・ハイの差の少ないチームを上位とする。
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決勝ポジションマッチのレーン配当

グループ 予選順位 １Ｇ ２Ｇ ３Ｇ ４Ｇ ５Ｇ ６Ｇ ７Ｇ ８Ｇ ９Ｇ １０Ｇ １１Ｇ

Ａ １位 ３ １１ ５ １３ ７ ６ ２１ ２６ １６ ２０ ２４

４位 ４ ６ １２ ８ １３ １０ １９ ２３ １７ ２１ ２６

５位 ５ ８ ４ １４ １０ ７ ２５ ２４ ２１ １５ １８

８位 ６ ３ ８ １０ １４ １２ １７ ２１ ２３ １９ １６

９位 ７ ４ ９ ５ ８ １４ １５ １８ ２２ ２３ ２５

１２位 ８ ５ １３ １２ ９ ４ ２３ ２２ １５ ２６ １９

１３位 ９ １２ １４ ３ ６ １１ １６ １９ ２５ ２２ １７

１６位 １０ １４ １１ ６ ４ ８ ２４ ２５ １９ １７ １５

１７位 １１ ９ ３ ７ ５ １３ ２２ １６ ２４ １８ ２０

２０位 １２ １３ ６ ９ １１ ３ ２０ １７ ２６ １６ ２２

２１位 １３ １０ ７ １１ ３ ５ ２６ ２０ １８ ２４ ２１

２４位 １４ ７ １０ ４ １２ ９ １８ １５ ２０ ２５ ２３

グループ 予選順位 １Ｇ ２Ｇ ３Ｇ ４Ｇ ５Ｇ ６Ｇ ７Ｇ ８Ｇ ９Ｇ １０Ｇ １１Ｇ

Ｂ ２位 １５ ２３ １７ ２５ １９ １８ ９ １４ ４ ８ １２

３位 １６ １８ ２４ ２０ ２５ ２２ ７ １１ ５ ９ １４

６位 １７ ２０ １６ ２６ ２２ １９ １３ １２ ９ ３ ６

７位 １８ １５ ２０ ２２ ２６ ２４ ５ ９ １１ ７ ４

１０位 １９ １６ ２１ １７ ２０ ２６ ３ ６ １０ １１ １３

１１位 ２０ １７ ２５ ２４ ２１ １６ １１ １０ ３ １４ ７

１４位 ２１ ２４ ２６ １５ １８ ２３ ４ ７ １３ １０ ５

１５位 ２２ ２６ ２３ １８ １６ ２０ １２ １３ ７ ５ ３

１８位 ２３ ２１ １５ １９ １７ ２５ １０ ４ １２ ６ ８

１９位 ２４ ２５ １８ ２１ ２３ １５ ８ ５ １４ ４ １０

２２位 ２５ ２２ １９ ２３ １５ １７ １４ ８ ６ １２ ９

２３位 ２６ １９ ２２ １６ ２４ ２１ ６ ３ ８ １３ １１

１Ｇ目 ラウンドロビン終了時順位

通算１２Ｇ目 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位 ７位 ８位 ９位 １０位 １１位 １２位

Ａグループ １３ １６ １１ １８ ９ ２０ ７ ２２ ５ ２４ ３ ２６

Ｂグループ １４ １５ １２ １７ １０ １９ ８ ２１ ６ ２３ ４ ２５

２Ｇ目 ラウンドロビン終了時順位

通算１３Ｇ目 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位 ７位 ８位 ９位 １０位 １１位 １２位

Ａグループ １４ １５ １２ １７ １０ １９ ８ ２１ ６ ２３ ４ ２５

Ｂグループ １３ １６ １１ １８ ９ ２０ ７ ２２ ５ ２４ ３ ２６
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栄光の記録（１）
【第１回大会】 １９７４年５月１８日～１９日

会場：愛知・茶屋ヶ坂ヤングボウル
優勝 川崎製鉄 (千葉・千葉市) 9,000

【第２回大会】 １９７５年５月１０日～１１日
会場：愛知・不二見ボウル

優勝 西工業所 (大阪・東大阪市) 8,811

【第３回大会】 １９７６年３月２０日～２１日
会場：愛知・不二見ボウル

優勝 西工業所 (大阪・東大阪市) 8,660

【第４回大会】 １９７７年３月２０日～２１日
会場：福岡・香椎スポーツガーデン

優勝 トヨタ自動車Ａ (愛知・豊田市) 9,085

【第５回大会】 １９７８年３月１９日～２０日
会場：愛知・ロイヤルボウル名古屋

優勝 川崎製鉄 (千葉・千葉市) 8,915

【第６回大会】 １９７９年３月１６日～１８日
会場：岡山・岡山フェアレーン

優勝 後楽園スタヂアム (東京・文京区) 8,921

【第７回大会】 １９８０年４月１１日～１３日
会場：静岡・アストロボウル

優勝 大昭和製紙Ａ (静岡・富士市) 8,952

【第８回大会】 １９８１年５月２９日～３１日
会場：神奈川・川崎京急ボウル

優勝 日本鋼管福山Ａ (広島・福山市) 8,957

【第９回大会】 １９８２年５月２１日～２３日
会場：兵庫・新在家ボウリング

優勝 後楽園スタヂアムＢ (東京・文京区) 9,484

【第１０回大会】 １９９３年２月２６日～２８日
参加：１１８チーム ５３７名 会場：京都・京都スターレーン
優勝 昭和建物管理 (愛知・名古屋市) 渡辺 斉藤 阿津坂 田形 10,282

【第１１回大会】 １９９４年２月２５日～２７日
参加：１０７チーム ４８５名 会場：三重・サーキットボウル
優勝 昭和建物管理 (愛知・名古屋市) 田形 渡辺 斉藤 遠藤 9,849

【第１２回大会】 １９９５年２月２４日～２６日
参加：８８チーム ４０５名 会場：愛知・豊橋グリーンボウル
優勝 昭和建物管理Ａ (愛知・名古屋市) 田形 遠藤 斉藤 渡辺 10,019

【第１３回大会】 １９９６年２月２３日～２５日
参加：１２０チーム ５５０名 会場：神奈川・川崎グランドボウル
優勝 昭和建物管理Ａ (愛知・名古屋市) 田形 遠藤 斉藤 渡辺 2,727
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栄光の記録（２）
【第１４回大会】 １９９７年２月２１日～２３日
参加：１２４チーム ４９６名 会場：大阪・ロードボウル
優勝 日産自動車富士Ａ (静岡・富士市) 益井 金森 太田 石島 2,921(180)

【第１５回大会】 １９９８年２月２０日～２２日
参加：１１９チーム ５４８名 会場：兵庫・神戸六甲ボウル
優勝 エンリッチライフ (静岡・静岡市) 山西 蒔田 高仲 高橋 2,985(200)

【第１６回大会】 １９９９年２月１９日～２１日
参加：１１０チーム ５２０名 会場：岡山・水島国際ボウリング会館
優勝 日新電機 (京都・京都市) 佐々木 渡辺 山下 伊藤 2,947

【第１７回大会】 ２０００年２月１８日～２０日
参加：９６チーム ３８４名 会場：静岡・浜松毎日ボウル
優勝 日本ホテルサービス (愛知・名古屋市) 大月 設楽 斉藤 渡辺 高藤 2,851(160)

【第１８回大会】 ２００１年２月１６日～１８日
参加：１６０チーム ７２８名 会場：愛知・星ヶ丘ボウル
優勝 日本ホテルサービス (愛知・名古屋市) 大月 設楽 斉藤 渡辺 2,948(220)

【第１９回大会】 ２００２年２月１５日～１７日
参加：１０４チーム ４８１名 会場：京都・しょうざんボウル
優勝 東京都庁 (東京・新宿区) 安田 三ッ寺 伊藤 吉田 2,801(220)

【第２０回大会】 ２００３年２月１４日～１６日
参加：１０２チーム ４５７名 会場：福岡・博多スターレーン
優勝 まんぼう (兵庫・神戸市) 松田 月原 福永 加藤 岡野 2,909(200)

【第２１回大会】 ２００４年１１月２１日～２３日
参加：１２６チーム ５７３名 会場：東京・品川プリンスホテルボウリングセンター
優勝 デンソーＡ (愛知・刈谷市) 夏目 加藤 宮崎 高野 遠地 2,970(180)

【第２２回大会】 ２００５年２月１８日～２０日
参加：１００チーム ４６０名 会場：神奈川・新横浜プリンスホテルボウリングセンター
優勝 日本ホテルサービス (愛知・名古屋市) 大月 日比 松原 渡辺 河村 3,090(160)

【第２３回大会】 ２００６年２月１７日～１９日
参加：９５チーム ４３１名 会場：福岡・博多スターレーン
優勝 トヨタ自動車Ａ (愛知・豊田市) 阿部 宗本 五島 野垣 本永 3,177(240)

【第２４回大会】 ２００７年２月１０日～１２日
参加：１０２チーム ４６８名 会場：大阪・イーグルボウル
優勝 日新電機Ａ (京都・京都市) 佐々木 棚橋 山下 伊藤 2,862(180)

【第２５回大会】 ２００８年２月９日～１１日
参加：１０４チーム ４７０名 会場：東京・品川プリンスホテルボウリングセンター
優勝 日産自動車追浜 (神奈川・横須賀市) 清水 菅野 中平 広津 小泉 2,817(160)

【第２６回大会】 ２００９年２月６日～８日
参加：９６チーム ４３２名 会場：神奈川・川崎グランドボウル
優勝 日新電機Ａ (京都・京都市) 佐々木 酒井 山下 伊藤 2,962(240)
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栄光の記録（３）
【第２７回大会】 ２０１０年２月５日～７日
参加：９０チーム ４０５名 会場：福岡・博多スターレーン
優勝 エンリッチライフ (静岡・静岡市) 高橋 高仲 山西 高橋 2,890(140)

【第２８回大会】 ２０１１年２月５日～８日
参加：８６チーム ３９６名 会場：神奈川・川崎グランドボウル
優勝 ＪＦＥ福山 (広島・福山市) 若田 石井 東 野田 2,996(200)

【第２９回大会】 ２０１２年１月２７日～２９日
参加：７７チーム ３５１名 会場：岡山・水島国際ボウリング会館
優勝 北陸電力 (富山・富山市) 南 藪下 北川 古本 湯上谷 2,978(220)

【第３０回大会】 ２０１３年２月９日～１１日
参加：８６チーム ３８９名 会場：静岡・ボウルアピア静岡
優勝 ジヤトコＡ (静岡・富士市) 中野 加藤 金森 石島 2,929(200)

【第３１回大会】 ２０１４年２月７日～９日
参加：７６チーム ３３９名 会場：福岡・博多スターレーン
優勝 ＪＦＥ福山 (広島・福山市) 若田 高越 東 鉾﨑 石井 3,080(160)

【第３２回大会】 ２０１５年２月６日～８日
参加：８０チーム ３６０名 会場：神奈川・川崎グランドボウル
優勝 トヨタ自動車Ａ (愛知・豊田市) 五島 本多 水野 嘉指 阿部 2,703(180)

【第３３回大会】 ２０１６年２月５日～７日
参加：７６チーム ３４２名 会場：千葉・ＶＥＧＡアサヒボウリングセンター
優勝 札幌市役所Ｂ (北海道・札幌市) 滝本 古賀 谷川 大井川 3,057(180)

【第３４回大会】 ２０１７年２月３日～５日
参加：７７チーム ３２７名 会場：岐阜・岐阜グランドボウル
優勝 エナジックインターナショナル (沖縄・北谷町) 石嶺 大見謝 村濱 幸喜 2,983(180)

【第３５回大会】 ２０１８年２月２日～４日
参加：７３チーム ３１２名 会場：京都・しょうざんボウル
優勝 金沢市役所Ａ (石川・金沢市) 清水 奥村 中村 松原 中倉 3,025(160)

【第３６回大会】 ２０１９年２月１日～３日
参加：７５チーム ３２９名 会場：東京・東大和グランドボウル
優勝 久世ベローズ工業所 (石川・津幡町) 河合 南谷 田中 脇坂 2,905(180)

【第３７回大会】 ２０２０年１月３１日～２月２日
参加：７２チーム ３１１名 会場：三重・津グランドボウル
優勝 日本精工藤沢 (神奈川・藤沢市) 斎藤 小林 小西 村上 中川 2,983(190)

【第３８回大会】 ２０２１年１月３０日～３１日
参加：１６チーム ６７名 会場：広島・キャッスルボウル福山
優勝 ＪＦＥ西日本Ａ (広島・福山市) 石本 石川 福田 鉾﨑 尾﨑 2,426(180)

【第３９回大会】 ２０２２年１月２８日～３０日
参加：１２チーム ５１名 会場：神奈川・川崎グランドボウル
優勝 オリロー (埼玉・比企郡) 佐渡山 長澤 前島 小林 山越 2,981(200)
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前 回 の 大 会 成 績
（第４０回全日本実業団都市対抗ボウリング選手権大会）

参加：３６都市 ２０２３年１月２７日（金）～２９日（日）

５５チーム ２３４名 会 場：京都・ＭＫボウル上賀茂

<< ４人チーム戦（決勝ベーカー方式） >>

優 勝 トヨタ自動車Ａ（愛知・豊田市） ２，６３６（１８０）
松岡富綱・髙平沙也斗・阿部広知・鈴木貴光

準優勝 久世ベローズ工業所（石川・津幡町） ２，４９８（１６０）
河合昭彦・松浦 弘・脇坂裕貴・田中智之

第三位 エナジックインターナショナル（沖縄・北谷町）２，４８７（１４０）
荻堂純子・下地一秀・石嶺可奈子・幸喜将太

第４位 ケーパル（青森・八戸市） ２，４３３（１１０）
工藤陽一郎・工藤純一郎・久保利治・古川一司

第５位 日本精工 藤沢（神奈川・藤沢市） ２，３９９（１２０）
中川和紀・畑 秀明・石川夕真・小西菖平・小林 猛

第６位 金沢市役所Ａ（石川・金沢市） ２，３８９（１２０）
白木 武・清水正弘・奥村一世・中倉啓太・羽場恵美

レギュラー方式 ユニプレス（静岡・富士市） ９８９
チームハイゲーム 深澤智秀・遠藤金龍・村上太一・深澤一敏

ベーカー方式 日本精工 藤沢（神奈川・藤沢市） ２７９
チームハイゲーム 中川和紀・畑 秀明・石川夕真・小西菖平・小林 猛

チームハイシリーズ ユニプレス（静岡・富士市） ２，８４１

深澤智秀・遠藤金龍・村上太一・深澤一敏

個人ハイゲーム 渡 邊 元 造 北陸電力石川支店（石川・金沢市）３００

村 上 太 一 ユニプレス（静岡・富士市） ３００

福 田 嘉 光 ＪＦＥ西日本Ａ（広島・福山市） ３００

個人ハイシリーズ 村 上 太 一 ユニプレス（静岡・富士市） ８２１
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個人記録 （ 控 ）

所 属 ＪＢＣ Ｎｏ．

－ －

フリガナ ＨＤＣＰ

氏 名

※ ハンディキャップ込で記入してください。

レーン １Ｇ ２Ｇ ３Ｇ 合 計

１回戦

レーン １Ｇ ２Ｇ ３Ｇ 合 計 ６Ｇ合計

２回戦

レーン １Ｇ ２Ｇ ３Ｇ 合 計 ９Ｇ合計

３回戦

ＭＥＭＯ
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